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事業全般に関すること

公益財団法人 東京しごと財団

総合支援部 障害者就業支援課 コーディネート事業係
〒102-0072 東京都千代田区飯田橋3-10-3 東京しごとセンター8階
TEL(03)5211-2682
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Contact us

～～おお知知ららせせ～～
４月より着任いたしました。東京ジョブコーチ支援センター長の菊地でございます。

日頃より障害者雇用についてご支援・ご協力を賜りありがとうございます。

当センターは社会福祉法人東京都手をつなぐ育成会が運営を開始して１７年目を迎えました。

今後も支援対象者の皆様や企業様が安心してセンターをご利用いただけるよう職員一同、気を
引き締めて参ります。どうぞよろしくお願いします。

さて、段階的な障害者雇用率の引き上げにより来年の7月より2.5％から2.7％に、また除外率
についても今年の４月より各業種に設定されてる除外率が一律10％引き下げられるなど、障害
者の雇用環境は目まぐるしく変化しています。このような中ではございますが、東京ジョブコーチ支
援センターは、この変化を追い風とし、安定した雇用継続（定着支援事業）できるように努力して
まいります。

東京ジョブコーチ支援センター センター長 菊地 洋充

表紙の絵 作品名： ススキノ
作者 ： ノ さん
作品説明 ： 季節感が出ればいいなと思い、秋の空とススキを描きました。

＜自己紹介＞
株式会社ベルシステム24で働き始めて、もうすぐ2年経
ちます。テレコミュニケーターが多く在籍するセンター内で、
庶務業務を行っています。障害があることを伝えて働くの
は今回が初めてなのですが、相談内容から勤務時間や
日数等を調整していただいており、とても感謝しています。
絵を描くのが趣味なので、仕事とバランスをとりながら続
けて行きたいです。

作者自画像

＜事業所の紹介＞
中野駅近くにあり、オフィスビルに面してとても広い緑地
公園があるので癒されます。

公益財団法人東京しごと財団委託事業 東京都補助事業

東京ジョブコーチ

東京ジョブコーチ職場定着支援事業 広報紙（年2回発行）
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●Customers Voice● 国立・都営 東京障害者職業能力開発校

―東京障害者職業能力開発校につい
て教えてください。 

森田：当校の特色として、「多様な
訓練」、「手厚い支援」、「確かな就
職」の３つがあげられます。 
一つ目の特色は「多様な訓練」。専
門知識や技能を身につけ就職を目
指す方が、さまざまな分野の知識
を習得するため、幅広い業種や職
種に対応した訓練科目が１２科目
あります（右欄参照）。「就業支援
科」はすぐに就職はなかなか難し
いが、就職に向けてまずは職業準
備性を身につける方のための３か
月のコース。「職域開発科」は個別
の状況に応じた支援を行いなが
ら、就職を目指す方のコースで、
精神障害者、発達障害者のみを対
象としています。月曜から金曜ま
で、９時 5分から１６時３０分ま
でしっかりと訓練に取り組んでい
ただき、必要なスキルや職業準備
性を身につけていただいていま
す。ＯＡ実務（重度視覚障害者向
けの訓練科目）については外部に
委託しています。 

二つ目の特色は「手厚い支援」。各
科目に訓練指導員、講師の他、就
職支援や生活指導を専門に行うス
タッフがいます。生活指導相談員
は必要な医療を受けながら健康管
理をしっかり行っていただくため
の支援、規則正しい生活習慣を身
につけるための支援、対人コミュ
ニケーション支援など、職業準備
性を整えるための支援を行いま
す。就職支援員は就職に向けて例
えば模擬面接をしたり、応募先企
業に同行したり、無事に内定を受
けて就職した後も一定期間の定着
支援を行います。訓練指導員・講
師と就職支援員、生活指導相談員
が“三位一体”となって、連携し
て支援にあたる体制を設けていま
す。

三つ目の特色は「確かな就職」。令
和 5年度の就職率が 84％、令和６
年度の就職率は７６％と例年約８
割という高い就職率となっていま
す。就職に向けての支援体制とし
ては、入校後おおよそ１か月経ち
ますと、就職に向けた「就職ガイ
ダンス」を各科で行います。その
次のステップとして、校内で年に
４回、企業説明会を実施していま
す。また東京労働局主催の合同面
接会が年に２回開催されており、
企業の状況を知ってもらい、実際

の応募につなげていただいていま
す。応募前も、企業の見学に行っ
たり、職場実習を受けていただい
たりして、生徒を支援する体制を
整えています。就職後は一年程
度、定着に向けての支援を行って
います。就職活動、就職後定着と
いうステップを生徒の皆さんと
“二人三脚”で支援しています。 

―職場実習について教えてください。 

栗原：基本的にはどの生徒も職場
実習に行くべきだと思っていま
す。ただ企業の方で受け入れ体制
がない場合には、見学に行かせて
いただきます。見学も難しい企業
もなかにはありますが、やはり企
業のことをしっかり知る機会がな
いまま就職をしてしまうと、その
後のミスマッチにもつながりかね
ないので、見学・職場実習はとて
も大切だと思っています。 

―ご自身の障害理解や受容の部分で、

未獲得の方がいらっしゃる場合に、就

職に結びつけるにあたっての課題と

自己理解を進めるプロセスを教えてく

ださい。 

栗原：難しい質問ですね。生徒一
人ひとり自己理解に個人差があり
ます。障害特性も違いますので、
同じやり方が別の生徒には通じま
せん。各クラスに生活指導相談員
が配置されており、その職員が中
心となって生徒の行動観察を経て
自己理解がどこまで進んでいるの
か、このアプローチはこの生徒に
有効か、といった見立てを行いま
す。その見立てを他のスタッフと
共有し、就職支援員が面接の練習
などの機会を設けて自己理解を促
すような提案をしたり、指導員が
訓練の中で理解を促すような声が
けをしたり、それぞれの役割に応
じて、生徒に対応しています。
我々も毎日が試行錯誤です。特効
薬はありません。 

―訓練プログラムの中で、成功体験を
積むアプローチはありますか。 

小泉：私が担当していたものづく
り技術科ではＮＣ加工で金属の真
鍮の削り出しを行っているのです
が、作品づくりをグループワーク
で進めています。隣の製パン科の
生徒から「パンの付加価値を上げ
るには焼き印などがあればよいの
では」という提案があり、パンの
付加価値を上げるための授業も面
白いのではないか。そこで製パン

科の先生とも協力し、ものづくり
技術科との間で受注・発注という
疑似体験を訓練カリキュラムに設
けました。成功体験を積むにはカ
リキュラムの授業の内容をいかに
工夫してできるか、得意なところ
を見てあげるかがすごく大事で
す。入校して最初の１～２週間は
ラポールの形成、信頼関係を構築
する時期で本当に大切だと思って
います。集合訓練を主体としたカ
リキュラムが多かったのですが、
その中で個別の対応の必要性はか
なり増えてきていると思います。
今後の課題と思っています。

―今回、東京ジョブコーチ(以下ＴＪＣ)

をご利用いただいた方も、ものづくり

技術科を修了後に就職された方でし

た。 

小泉：この方には、学校に来たら
まず何をするのかということか
ら、きっちり落とし込む必要があ
りました。始業チャイムと同時に
訓練を開始できるようにするた

(左から)東京障害者職業開発校 能力開発

課長 森田 和治様 

東京都産業労働局 雇用就業部能力開発課 

課長代理 小泉 賢祐様（元ものづくり技術

科指導員） 

東京障害者職業開発校 就職・生活指導担当 

課長代理 栗原 裕美様 

東京障害者職業開発校 能力開発課 職場

定着支援員 岡崎 淳様 

国立・都営 東京障害者職業能力開発校 

障害のある方を対象とした職業訓練施設。
国が設置し、都が運営している。 

【科目】就業支援科、職域開発科、調理・清掃
サービス科、オフィスワーク科、ビジネスアプ

リ開発科、ビジネス総合事務科、グラフィック

ＤＴＰ科、ものづくり技術科、建築ＣＡＤ科、製
パン科、ＯＡ実務科、実務作業科

【所在地】 
東京都小平市小川西町２丁目３4 番

地１号  

【URL】

https://www.hataraku.metro.tokyo

.lg.jp/school/handi/ 
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●Customers Voice● 国立・都営 東京障害者職業能力開発校

め、「ロッカーで着替える」レベル
からのすべての行動を作業分解表
に書いてもらい、ロッカーと机の
上に貼ってもらいました。私ども
の指示で貼るのではなく、本人が
言い出し、実行できるように仕向
けています。「どうしたらできるか
な？」と誘導し、「見えるところに
貼ったほうがいいよね」と提案し
たところ、自分から貼ることがで
きました。真面目な方なので徐々
にできるようになりましたが、そ
れまで半年くらいかかっていま
す。 
岡崎：TJCからも職場で掲示物を
活用したと報告がありました。 

―TJCと本人で「仕事上で注意すべ

きところは何でしょうか？」と一緒に

考えながら作り、本人に扉に貼ってい

ただきました。鉄道がお好きな方で、

踏切の画像も有効だったと思います。 

小泉：同じ目線に立って、本人の
気づきを促す。それがないと主体
的に動くことは難しいと思いま
す。 
岡崎：TJCは課題がある本人の立
場で一緒に考えてくれたのだな
と。必要だからやりなさいと伝え
るだけでは無理だったと思いま
す。 

―打ち合わせ時に企業ご担当の方か

ら「まずは 2か月で TJC支援を区切

らせてほしい。それまでに改善の兆し

がなければ契約更新は難しい。一定の

改善が見られれば、その翌月は TJC

の力を借りずに自分たちだけでやって

いけるか確認したい。それを判断した

いので、本人だけでなく、店舗スタッフ

にも指導してほしい」と依頼を受けま

した。 

岡崎：マネージャーは「更新は難
しいかも」とおっしゃる一方で、
「辞めさせたくない」ともおっし

ゃっていました。せっかく来ても
らったし、女性では難しい体力の
部分でとても助かっている、頼り
になると。ＴＪＣ支援が始まり 2
か月後の中間会議で「効果はあり
ましたか」と確認したところ、改
善の兆しが見られたので、更新が
可能となりました。ああ、本当に
良かったと思いました。 

―現場のスタッフ皆さんが「TJCの
支援方法を学びたい」というお気持
ちを強く持っていらしたことも変化
の要因です。 

岡崎：終結会議で企業ご担当の方
がおっしゃっていましたね。TJC
にアドバイスいただいたこと、実
際の本人との接し方をみて自分た
ちも、どのような言葉で、どのよ
うに伝えていけばよいか非常に勉
強になりました。それを参考にし
てこれから自分たちでやっていき
ますと。あれが一番うれしかっ
た。我々はずっとつきっきりで見
てあげることはできませんから、
本当に TJCを利用してよかったと
思います。約 1年間にわたって 20
回支援に入っていただきました。 

―職場におけるナチュラルサポートが

広がってゆく過程を目の当たりにしま

した。支援初期２か月は集中的に本人

課題に取り組み、中間会議以降は月 1

回程度短い時間で訪問し、ご相談やご

質問を受け、対応方法をアドバイスす

るなど、環境支援の形に変わってゆき

ましたね。 

そのほかに TJCをお使いいただいて

よかった点はありますか。 

岡崎：学校としても修了生に対し
て定着支援を行っています。た
だ、やはり限度はあります。企業
もどうしていいかわからず悩んで
いました。そこで TJCに入っても
らって、企業も私たちも、日ごろ
手の届かない所、及ばない所を、
本当にきめ細かく配慮していただ
いたのがよかった。それと事前の
打ち合わせで、何に困っている
か、どういった方向にしたいかな
ど、企業、私たち、本人から丁寧
に話を聞いていただきました。支
援レポートもありがとうございま
した。 

森田：TJCの支援の規模はどれく
らいですか？ 

ー現在、80名ほどＴＪＣ登録があり、

キャリアとしては退職後の方が多いで

す。30代後半から６０代後半の方が

中心に活動しています。令和 6年度

の総支援件数は島しょ部も含め、942

件でした。 

森田：支援対象となる方は、就職
して半年とか初期の方が多いの
か、それとも何年か経ってからの
方もいらっしゃるのでしょうか？ 

―そのような方もいらっしゃいます
し、ケースバイケースです。20回で最
大 2回まで使えるシステムを考慮す
ると、就職初期にしっかりと入らせて
もらい、2回目の支援はその後、何か
フェーズが変わった時に使っていただ
く事が多いと説明しています。

森田：ＴＪＣは今回の事例でもか
なりきめ細かく対応いただき、そ
れだけスタッフも質的にも量的に
も充足されていると思いますし、
きめ細かくやっていただけるサー
ビスだと思っています。私たちも
生徒が就職して終わりではなく、
一番離職の可能性が高い半年から
1年くらいまでを対象期間として
定着支援に取り組んでいます。（修
了・就職後）数年経って、何かの
事情で就労継続が危うい場合、な
かなか私たちの所には相談はない
けれど、時にくることもありま
す。だけど在校時の情報も古くな
っていて、現在の課題とは異なっ
ていたり、当時関わっていた職員
もすでにいなかったりします。定
着支援に限界がある中で、ＴＪＣ
支援事業として定着支援をやって
いただけるのは、非常に役割が大
きいと思います。 

―就職当初に地域の支援機関につな

がっていない方もいらっしゃるかもし

れません。数年後に課題が表出し、

先々の就業生活の中で必要性がある

方の場合、ＴＪＣが支援に入りながら、

本人の同意を経た上で支援機関登録

に同行させてもらっています。支援の

網目に落ちないように、本人に必要な

支援の手立てを一緒に考えていくネッ

トワークを作りながら進めています。

本人を中心にとらえ、連携させてもら

えればと思っています。送り出してい

くお立場の学校の存在も心強いと感

じております。今後ともよろしくお願

いいたします。（取材：令和７年６月）

東京ジョブコーチの支援に関す

るご相談、ご依頼はこちらへ 

ドアの前でとまる

3回ノックする

「あけます」と声に出す

ドアを 3秒数えながらあける
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